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は じ め に  
日本の大学は90年代以降激動の転換期にあり，従来型の大学制度の大幅な見直しを迫られてい  
る。それは「生涯学習社会」にふさわしい新たな大学制度の構築をめざすものかもしれないし，  
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京都大学大学院教育学研究科紀要 第48号  
1 大学改革をめぐる社会的背景  









つにまとめることができるだろう（4つの外的話力については，主にInayatullah and Gidley，  






















になった反グローバリズムの動きには，これらの主義主張にもとづいたものが少なくない。   
また社会のグローバル化は実際には，世界全体に経済や政治，文化，思考様式にわたる西欧流  
の近代化が波及することを意味するが，たとえそうしたグローバル化が進んでもグローバル・イッ  
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くの新興諸国が独立するが，その国家建設の建前として採用されたのも事実上 旧宗主国と同じ  

















本主義経済のあり方を前提にして，経済活動の標準化や一元化が進められている。   
こうした経済のグローバル化にともなって，政治の領域もグローバル化した。なによりもまず  
グローバル化した経済の動きは，主としてG－7諸国や世界銀行などの国際財政機関，それから  
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大衆化を促す要因として作用した。   
ところで，80年代以降の新保守主義の教育政策の大きな特徴は，大学における教育と研究が国  
家や国民の将来の経済的繁栄にとってこれまで以上に重要だとみなす，国際的な合意が生まれた  
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これらの分析的に分けた3つの学外の諸力も，社会のグローバル化とともに， 各国の大学改革の  
あり方を左右しているからである。この論文では学外の諸力のうち，主に社会のグローバル化に  
注目して考察を進めるが，その前にこれらの学外の話力についてもポイント絞って整理しておこ  




























存を前提にした文化的共同体の構築は，主流派にとっても重要な関心事になった。   
背景の第2は，第二次大戦後急速に浸透した基本的人権思想や平等主義思想の影響を受けて，  




















た。   
多文化主義の立場からみると，アメリカの大学はどの部面でも少数派にとって不利な条件を備  
えていて，その改革が求められている。大学の文化的な多様性を豊かなものにし，その活用をは  
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大学改革を促す情報技術革新   
パソコンやインターネットの普及をはじめ，IT革命が日本で社会的なトピックになったのは  
90年代後半のことである。しかし情報技術の革新は目をみはる早さで進んでおり，その大学に対  
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大切だといっても，その具体的な内容や教授法の決定には，その時点で権限や裁量権のある人び  
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2 グローバル化のアメリカ的文脈  
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れると経営が財政的に安定するので，その獲得をめぐる大学間の競争はますます激化している。   
連邦政府の研究資金の配分も公立と私立を区分しないため，結果的にその獲得額の上位を占め  
るのは，日本と違って公立大学よりもカリフオルニア工科大学やMIT，スタンフォード大学，  
ハーバー ド大学などといった私立大学である。したがって資金面で公立と私立の区別は次第にな  
くなり，公立大学はより多くの私的資金の獲得をめざし，私立大学はより多くの公的資金の獲得  


























益を得る者がその経費を負担すべきだという方向への変化である。   
大学の研究では企業型大学化の進展にともなって，産業上の応用と結びついた研究が重視され，  
産学協同のベンチャービジネスが増える。企業が興味を示す応用研究の推進は大学にとって外部  
資金を獲得する有力な手段だが，投機的なべンチャービジネスは企業にと っても好都合である。  
新しく発見された科学技術を製品化できる可能性が不確実な場合，大学の研究陣に少額の資金を  
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でなく，さらにそれらを周辺の国ぐにまで広げて受け入れさせやすい立場にある。   












すると考えられる（市川惇信，2001年，6頁）。   
第3に，日本を含めて各国の第二次大戦後の大学改革の歩みをたどってみると，大学のアメリ  
カ・モデルは大学改革の「合わせ鏡」として，世界各国に広く伝搬し，利用されてきた。それは  
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その対応に大きな違いがみられる。社会の主流派の文化 つまり白人で男性の文化やアングロサ  
クソン文化 近代になってから生まれた職業に固有の文化などと直接結びっいた主流派の大学文  
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てよいだろう。   
さらに社会のグローバル化は大学に対して他の3つの学外の諸九 つまり多文化主義の浸透や  
情報技術革新の進展，それから意思決定の政治化と常に同じ方向に作用するわけではなく，イン  
パクトの方向が交差することもある。たとえば複数の文化の共存を公認し，そのなかでもとくに  













3 グローバル化のゆくえ  
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すでに論じたよ うに，大学の社会のグローバル化への対応とは（平たい言葉で乱暴にいえば），  
大学が企業化する方向に変わることであり，大学が発見・統合・応用・教育する「知識」のなか  
では，「知識のための知識」よりも経済的な価値のある知識が重視され，さらにそれが商品化し  























グローバル化する大学の未来像：3つのタイプ   
アメリカの大学制度は多種多様な大学がモザイクのようにくみあわさって構成されているが，  
その未来像をイメージした試みの1つを紹介すると，次のように描かれている（Inayatullah，  






大大学（コンビニエンス・メガ・ユニバー シティ）は教育中心の大規模大学で，顧客である学生  
の学習要求や学習条件に応じた多種多様な教育プログラムを，情報技術革新で生まれた●メディア  
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を活用して柔軟に配信することにより，国内だけでなく世界の学生を大量に獲得することをめざ  



































からである。   
これらの大学のグローバルな戦略として将来重要なのは，世界中の大学のために，最新の研究  




































3 グローバル化と大学改革一日本仕様の効用   
最後に，アメリカにおける転換期の大学改革について社会のグローバル化への対応を中心に検  
討した結果をふまえて，日本の状況も視野に入れながら，簡単なコメントを記してみよう。  
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（本稿は，日本高等教育学会第4回大会（北海道大学 2001年5月25日）の課題研究1「高等教  
育改革の世界的動向－グローバル化への対応－」において発表した「転換期の高等教育改革－グ  
ローバル化と大学のアメリカ・モデルー」を加筆修正したものである。）  
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